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肺結核喀血患者 ノ喀痰 中結核菌 ノ増減ニ就 イテ

(昭 和16年12月21H受 領)

京都市立字多野療養所(所長 日下部周利博士)

騨 博士 金 光 浩

(本論丈 ノ要旨ハ昭和15年12月1日 第16回 近畿結核集談會二於 イテ曇衷セ リ)e

日 力

緒 言

検 査 方 法

検 査 成 績

1)喀 血及血疲患者ノ喀疲中結核菌陽性率

2)喀 血及血疾患者 ノ病竈 ノ性状及其蔓延度

3)喀 血及血疾 直後喀婆中結核菌 ノ塘減 ト臨林的

症歌 トノ關係

a)喀 血及血疲 ト結薗核 ノ場減

b)績 獲喀血 ノ有無 ト結核菌 ノ墳減

c)燈 温、脈搏倣及呼吸数 ト結核菌 ノ墳減

d)赤 血球沈降反慮 ト結核菌 ノ墳減

4)喀 血及血疾 ト「ヂギタリス」葉

総括及考案

結 論

圭 要 文 献

蝋

緒 言

肺結核経過 中二 起 ル種 々ナ ル症候 ノ中喀血ハ

患者及 ビ轡師 二封 シテ重大 ナル關心 テ喚起 スル

モ ノデ アヅテ、往 々ニ シテ肺結核病竈 ノ壇悪、

蔓延及 ビ其他種 々ナ ル 悪影響 テ及 ボス 事 ガ ァ

ル｡KuthyundWollf-Eisner{i)Crafton(L'ル 及

鈴木 ③等諸氏 二依 レバ喀血 ハ肺結核 ノ繹過 二封

シテ不良 ナ影響 テ及 ボ スモ ・デナ イ ト言 ヒ、寺

崎14し ・晩期喀血 ハ ソ しニ ヨツテ急 二壇悪 スル事

ガ アル ケ レ ドモ初期喀血 ノ際 ニノ、却 ツテ豫後良

好 デアツテ、之 ハ患者 ガ喀血 二驚 イテ早期 二適

切 ナ治療 ヲ施 スカラデ ァル ト述 べテ居 ルHas-

selbach㈲ ハ 喀血 二依 リ却 ツテ肺結核 ノ縄過 二

好影響 ヲ及 ボズ場合 モ ァツテ、殊 二喀血 が 一ツ

ノ轄機 トナ ツテ病 機 ガ好轄 スル事 サヘ アル ケレ

ドモ、多 クノ場合殊 二晩期喀血 ノ如 キハ危篤 ナ

ル合併症 デ アツテ此際吸引性肺 炎 ヲ惹起 シ易 ク

病竈鑛大 ノ危瞼 ガ多 イ ト述 べテ居 ル、

斯 クノ如 ク喀血 ノ肺結核経過 轟及 ボス影響 二就

イテハ諸家 二依 ツテ種 々報告 サ レテ居 ルガ、喀

血 直後 ニノ・其豫後 ラ トスペ キ「レントゲ ン」線検

査、或 ハ種 々ナル臨躰的検査 力不可能 ナ場合 ガ

多 イカラ、余 ハ肺結核患者 ノ喀血 直後其喀疾中

ノ結核 菌 ノ排 出状 態 ラ検 査 シテ其豫後 テ トスル

蓼考 ニ ナリ得 ルカ、即 チ種 々 ナル種類 ノ喀1血ノ

際例 ヘバ血疲 ノミデ止ル場 合、最初 血疲 ガ出テ

之 ラ前聯症封犬トシテ大 出血 ヲ束 ス場 合 ノ或 ノ・何

等 前兆ナ シニ大 出血 テ束 シテ之 ガ唯1回 バ デ

止ル場 合、又 ノ轍 同繰返 シテ所謂緬{獲喀血 ヲス

ル場 合等 二就 イテ喀疾 中結核 菌 ノ排出黙態 ガ如

何 ヂァル か チ統 計的二検 査 シタ.

肺 結核患者 二 於 イテハ 其経過 中 喀疾 中二 排出

スル結核 菌二 消長 ガアルモ ノデ アツテKuthy

undWollf-Eisner(i)ハ 肺 結核 患者 二於 イテ其喀

疾 中 ノ結核菌 ノ量 二依 リテ豫後 ヲ決 定 スル事ノ・

S困 難 デアルケ レドモ
、定期 的且連纏 的x..喀疲 検

査 ヲ行 フ時 ハ其菌 ノ浦長 テ豫後剰 定 ノ… 目標 ト
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'

スル事 ガ出束 ル ト述 べ タ｡Schulz(6}ノ ・肺結核患

者喀疲 ヲ連 日検査 スル時最初結核菌陽姓 デアツ

タモ ノカ突然歎 日」又ハ数 週 ノ間陰姓ニ ナ リ後 日

再 ビ陽性ニ ナル｡而 シテ遙行性肺結 核機轄 アル

際 ニノ・斯 カル陰性期 テ 謬 メヌ ト言 ヒ、Szab6ky

σレ・肺結核 患者喀叛 中 ノ結核 菌ガ檜加 スル傾 向

ガ アル時ノ・病竈 ノ増悪、滅少 スル傾 向ガ アル際

〉・輕快 ヲ意 味 スル ト述 べテ居 ル｡又 岸JIi《8}ハ結
ら

核喀淡 ノ形態的研究拉 二其臨躰症歌 トノ關係 二

就 イテ研究 シ、肺症歌 ガ輕症 ナモ ノカラ漸次増

悪 スル時 ノ・結核菌ノ・旺盛 ナル登育型 ラ示 シテ分

裂檜殖 シ細胞 ノ周園 二集結 スル事 テ観察 シ、佐

々木、 田村及林(9)ハ 肺 結核患者 二於 イテ 其経

過 中二 喀疾 中 ノ結核菌 ガ少 ナ イ駄態 カ ラ突然

爆獲的 二檜加 シ、次 イデ再 ビ減少 シ時 々斯 カル

現象 ラ繰返 ス｡而 シテ 菌排出 ガ 檜加 スル 時ニ

ハー般 二自魔的及 ビ他魔 的症駄 ヲ現 ハ シ 「レン

トゲ ン」線上 ニ モ 陰影 ノ増大 ヲ束 シテ所謂 「シ

ユー ブ」ニー致 シテ 居 ル事 ガ多 イ ト報 告シ、 片

倉⑳)モ再燃 ノ際 ノ、喀 庚申結 核菌 ノ増 加 ガ観 ラ レ

ル ト言 フ｡叉 他 方BezangonetWei1(11)ノ ・肺結

核 患者二於 イテ喀血 ノ際喀疾中結核 菌陽性者ハ

陰性者 ヨ リ豫後不良 デ ァル ト述 べ、 今村儀2い肺

結核喀血患者 二於 イテ喀血前後 二於 ケル喀疾 中

結核菌 ノ有無 ノ・其豫後二影 響 スル所多 イ ト報 告

シ、大 山13)モ喀 血前 菌陽性 者 ノ豫後 ハ陰性者 二

比 シテ不良 ナル場合 ガ多 イト言 フテ居ル｡

斯 クノ如 ク肺結核 患者 二於 イテ喀疾 中 ノ結核 菌

含有量 ヲ以 テ直ユ其豫後 プ トセ ントスル ノノ・早

計 デ アルカ、長期 間二亙 リ連緬 シテ其排出歌 態

ヲ観察 シ、結核菌陰性 デ アヅタモ ノガ突然陽性

二攣 ジタリ或 ノ、段 々増加 スル傾 向テ有 スルモ ノ

ノ・豫後不良 ニ シテ、之 二反 シ持績的 二減少 シ途

二無菌 トナル者 ノ・豫後良好 ニ シテ治癒 二向 ヒツ

ツアル ラ意味 スルモ ノデ アル｡而 シテ喀血患 者

二於 イテモ結核菌陽性者 ノ・陰性者 ヨリ豫後 不良

デアル トー般 二認 メテ居 ル｡ソ コデ肺結核 患者

二於 イテ喀血後 二喀疾 中二排出 スル結核 菌 力増

加 スル者 アル事 ノ・考 八 ラ レル事 デ アツテ、且斯

かル者 ハ其後 ノ肺結核 ノ豫後 トモ密接 ナル關係

ヲ有 スルモ ノト思考 サ レル ノデ簡輩 ナ観察 デハ

・アルガ弦 二報告 スル次第 デ アル｡'

楡査方法

宇多野療養所二入所申ノ患者二於 イテ喀血叉ノ・

血疾ヲ來 ス最中或ノ・其直後二可及的早朝起床時

ノ喀疾 ラ探集 シ、其申膿・性ノ濃厚ナル部分ラ白

金耳ニテ可及的薄ラ塗抹 シ自然乾燥後熱固定、

Ziel-Neelsen氏 法ニヨリ染色ス｡斯 クシテ撒 日

乃至撒週二亙 り連績検査 シテ喀血前 ノ喀疾中結

核菌 ノ排出献態 ト比較 シタ｡弦 デノ・結核菌 ノ計

算ノ・便宜上「ガフキー」氏表示法二從 ヒテ3號 菌

以上 ノ檜滅 アルモノテ檜或ハ減 トシ、夫以下 ノ

慶化 アルモノノ、検査時 ノ誤差 トシテ不憂 トシ

タ｡叉 喀血及ビ血疾 ノ統計テ爲スニ當 リ緬褒的

二喀血又ハ血擁 ラ繰返 ス時ハ前 ノ喀血、血疾 ガ

停止 シテ後1ケ 月以上経過 シテ再度喀血或ノ・血

疾 ヲ訴ヘル 時之ヲ新喀血、新血疾例 トシテ探

用 シタ｡從 ツテ同一人デ2回 以上 ノ喀血及血疾

例叉ノ・喀血例 ト血疾例 ラ同時二有 スル事モア

ルレe

血疾 患者 二就 イテハ屡{咽 喉 出血、歯銀出血或

ノ、鼻 出血等 ト誤認 スル事 ガアル カラ、血疾 テ1

日10同 以 上、 又 ハ3同 以上3日 間連緬 シタモ

ノラ血疾例 トシタ.

検査成績

1.喀 血及 血疾 患者 ノ喀 疾 中結核 菌陽牲牽

喀血患者 ノ喀庚中結核菌 ノ検査ハ肺結核 ノ診膨 ノ・肺出血殊二初期出血 ノ際ニノ・喀廣中結核菌 ラ

上訣 クベカラザル モノデBezagonetWeill日1讃 明 シテ始メテ肺結核二依 ル出血 デアル事 力確
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定 乳ル ト言 ヒi叉 治i療及 ビ豫後判定 ノ見地 カラ

モ喀血 直後結核菌 ノ検索 ハ必要 デ アツテ、前記

諸家 ノ認 ムル如 ク喀血前後 二於 ケル喀疲 中結核

菌 ノ存 否ハ喀 血 ノ豫後 二影響 スルレ所大 デアル.

喀 π皿患者 ノ結 核菌陽性傘 ハ報 告者 ニ ヨリ隔 々デ

アツテ、Schram蝸 ニ ョ レバ 喀血患者 ノ93%二

於 イテ喀疲 中結核菌 テ誇明 シ、Trudeau'islハ

245人 ノaglfE患 者 中149人 う60・81%二 於 イテ

療養所 入所中喀血 前或 ハ其後 二喀疲 中結核菌 テ

誇 明 シタ｡叉Oeffner/均 ニ依 レバ84例 ノ肺結核

喀血 患者 中80%ガ 開 放性 デア リ、 宮坂 町 ・喀

血患 者131人 中 入院常 初喀疾 中結核 菌 ヲ講 明 シ

タ者117人 二89、3%デ ア ル ト報 告 シタ.余 ハ

.喀血患者63入 、Itl皿疾 患者30人 ∴就 イテ喀血或

ハ 血疲 直後 晶 其喀疲 中結核菌 ノ有無 各検 査 シ

タe第1表 及第2表 ノ如 ク63Kノ 喀 血患者

全部 二於 イテ喀搬 直後喀疲 中結核菌 ナ澄明 シ、

其巾17人 一26｡9%二 於 イテ喀 ガ皿後 始 メテ或 ハ

3ケ 月以上陰性 デ アツ タモ ノガ新 シク菌 子讃 明

シタ,,叉 血疲患者30人 中22人 一73.3%二 於 イ

テ血疲 直後喀疲 中結核 菌 ヲ讃明 シ、其 中5人 一

16.7%二 於 イテll皿疲 後初 メテ或 ハ3ケ 月以上

陰性 デアツ タモ ノガ新 シク陽性 二輔換 シタ｡是

第1表

第2表

ヲ喀血 及ガ皿淡患著全禮 トシテ観 ル時ハ93人 中

85人=92.4%力 結 核菌陽性 デアツテ、 此中22

人 一23.7%力 喀 血 又ノ・血疲直 後 始 メテ或 ハ3

ケ月以 上陰 姓 デ アツ タ者 ガ新 シク陽性 二輔換 シ

タ｡即 チ此結果 カ ラ見 レバ肺 結核喀血患者 ノ菌

陽性率 ・・検庚 時期如何 ニ ヨツテ23｡7%ノ 移動

ハ ア リ得 ル理 デア リ、 前述 ノ如 ク諸家 ニ ヨリ喀

1紅患者 ノ結核 菌陽性率 ガ93%カ ラ60・81%ノ

間 ノ種 々ナル成績 ヲ報 告サ レテ居 ル ノハ喀血患

者 ル喀庚検査時明 ニモ關 係 スル カ故 デアラウ｡

2.喀 血及血痕患者 ノ病竈 ノ性状及其蔓延度

喀血患者 ノ胸部X線 窮眞像 及臨肱的所見ヲ蓼照

シテ病竈 ノ牲状ヲ壇殖型、滲出型及混合型 ノ孟

ツニ分類 シタ.蓋 シ肺結核 ノ病型 ハ諸相錯綜 シ

テ居テX線 爲眞像二依 リ檜殖型及滲出型 ヲ適確

轟隔別 ズル ノ・・困難デアルケヒドモ從來臨林上

廣 ク使用サ レタ方法二從 ヒ病竈 ノ性状 ヲ推察 ジ

テ銭上 ノ如キ隔分 テナシ、混合型 トハ滲出型 ト

檜麺型 ノ中間二位 スルモノト見倣サ レル者 ラ包

第3表a

含 シタ｡父 病 竈 ノ蔓延度 ノ・内謝8)ノ 分類 法 テ適

用 シ、X線 寓眞像上 ・・:・・於 イテ片側 ニ ノ ミニ シテ

片1則全肺野三分 ノー ヲ超 エナ イ程度 ノ陰影 子見

ル場合之 テ限局性、陰影 ガ前者 ヨリ廣 キモ片側

内轟限 ラレタル場合之 テ片側性、左 右雨側共二

種 々 ノ大 サ及種 々 ノ個 敷 ノ陰影 テ見 ルモ猶全肺

野 二亙 ラナ イ場合之 テ雨側性、全肺野 二種 々 ル

大 サ ノ陰 影 ヲ多敷 二見 ル場合之 ヲ全肺野性 トシ

b

(1入X線 窮 眞 ヲ有 セ ズ)
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テ喀血患者 ノX線 爲眞嫁 テ分類 シタ｡

第3表a.b.二 見ル如 ク喀血患者63人(1人X

線爲眞ナの 中喀血後結核菌陽性二轄換 シタ者

ハ病竈 ノ獲ガ リガ廣範園ニシテ滲出型 ノ者 ガ多

イ◆

第4表 a

叉第4表a、b、 二 於 イテモ 血疾患者30人 中

(1人X線 爲眞ナ シ)血疾 喀出後 陽性韓換 シタ者

デノ・血疾前 ヨリ陽性 デアルモ ノ或 ノ・閉鎖 姓患者

ヨリ病 竈 ノ蔓延 度ガ廣 ク滲出型 ノ者 力多 イ｡

第4表 b

髄 型脚 聾 合型縛
割二i二⊥1
31

2 0

到『1
3

血疲前後共二陽性i54'61

限局酬 醐 雨醐 舖 繍
16

血談後陽性縛換1}
血疾前颪=陰 性}2

022

120

5

5

(1人X線 窩眞ナy)

3.喀 血及血疾直後喀疾中結核菌 ノ増減 ト臨躰的症状 トノ關係

前記93人 ノ患者二於 イテ喀血79例 、血疾117

例テ経験 シテ居ルカ、之等 ノ例二就 イテ喀血或

ノ・血疾直後藪 日二亙 リ喀疾ヲ検査 シテ結核菌 ノ

排出獣態テ喀血前 ト比較 セル外、績螢喀血 ノ有

無、禮温、脈搏藪,呼 吸撒及赤沈反鷹等 テ検査

シタ｡但 弦 デハ検査 ノ都合上最初血疾 ヲ出 シ夫

二綾嚢 シテ曙血 ヲ束 シタ例ノ、血疾例 トシテ取扱

ツ タ'曳e

a喀 血及血疲 ト結核菌 ノ檜減'

｡第5表

第6表

喀血或 ノ・血疾直後喀疲中結 核菌 ガ著 明 二塘加 セ

ル例 ト著攣 ナキ例 トノニ群 ラ認 メ、減少 シタ例

ノ、認 メナ カヅタe第5表 及第6表 ノ如 ク喀血直

後結核菌 ノ増加 セル例ハ41例=51.8%デ ア リ

血疲直後結核 菌檜 加 セル例 ハ43例 一36,7%デ

ア ツタ｡

b績 登喀血 ノ有無 ト結核菌 ノ檜減

喀血患者 二於 イテ夫 力唯1同 ノミデ止ル場合或

ノ・教同繰返 シテ所謂緬嚢 喀 血 テ來 ス場合、叉

血疾患者二於 イテ血疾 ダケデ止 ル場合、或 ハ血

疾 二緬嚢 シテ喀血 スル場合等 ト喀疾 中結核 菌 ノ

増減 トノ關係 テ追 及 シタ｡第7表 及第8表 ノ如

ク喀血又 ノ、血疾後喀疾 中結核菌排出 二著攣 ノナ

イ例 デハ綾登喀血 ヲ束 シタ例 ガ夫 々29.1%、

13.5%デ ァ ツテ、 大部分 ノ・1同 ノ喀血 ノミデ

停 止 スル カ、或 ノ、其喀血 二引緬 イテ血疲 ノミテ

第7表

結
加
後
培
血
菌
喀
核
例

男!19

女19

或
疾
力
血
ミ
テ
ノ
イ
ル
績
ア
引
血

二
例

喀
血

ス

同
喀
出

ー

ハ
ヲ

血喀
例
登

ル

績

ア

8
一一

著 「{28_65.8%}

8

5

男
玉

計

菌
著
例

後

ニ
キ

血
出

ナ

喀
排
愛

3-1

13--34.2ヲ6

18

　 ミ

11-29.1%1

計/391

9

27-70｡9%

40

第8表

血疲後結核 醒 」_ヱ2
菌塘加セル 玄 」7
例

騰 孟蓼編 嫉 ノミ出切 例
9

血疾後菌排
出二著攣ナ
キ例

5

女

{計

言十{29-67.4%

男7il
-

3

14-32.6%

37

27

総 計
10-13.5タ6i64--86.5%

3978



270 金光=肺 結核喀血患者 ノ喀疾中結核菌ノ塘減二就 イテ 【第20巻

出 ス丸 叉ハ血疲 ノミヂ停止 スル ノニ封 シ、喀

血或ハ血疲後喀疾中結核菌 ガ著明二檜加セル例

二於 イテハ夫々65.8%、67.4%力 教同繰返 シ

テ緬爽喀血 ヲ束 シ、又ハ血疲二績嚢 シテ喀血 シ

タノデァル.帥 チ喀血又 ハ血疲後結核菌排出力

増加 シタ例ニ於 イテノ、緬褒喀血叉ハ血疾ニ引績

イテ喀血ヲ來ス危瞼性ガ多 イ｡

c艦 温、賑搏撒及呼吸撒 ト結核菌 ノ増減

喀血直後禮温、賑搏撒及呼吸藪ニ就 イテ観察 ス

ルニ大多撒ハ攣化ヲ受 ケナイ｡鈴 木{3}二依 レバ

喀血後一般的二禮温 ガ最 モ多 ク塗1ヒヲ受 ケ次二

腋緯敷及呼吸数 ノ順 デアツテ、殊 二喀血後堆}悪

シタ例二於 イテハ大多藪膿温、賑搏教及呼吸藪

共 ニ多少ニ拘 ラズ増昇 ズルe叉 少撒例(10.0%)

デハ1膿温ハ却 ヅテ下降スルト言フ｡Hasselbaeh

第9表 a

一 僅鑑1躍 聯
㍍ 一盈鷺 赫

喀血後結 男
核菌増加
例

9 18

女 ｡5 9

{計 14-34.1% 27-65.9%

喀血後菌 男

鑓學塙i壽{

4
}

22

3 9

7-18.4% 31-81.6%

総 言十f21158

第9表 c

喀血後結核
菌増加例

i増麟 漏 上騨 翫 糎
』とL_-5
女2

22

{12

言「 「両7｡1%}34-82.9%

男125

210

(δ》ハ喀血後結核菌ヲ含有 スル喀疾 ヲ吸引スルト

乾酪性肺炎ヲ起 シテ長期間襲熱 ガ持綾 スル ト言

ヒ、宮坂 のハ喀血後龍温上昇 ノ著 シイノハ喀血

量 ノ多 イモノニ比較的多 ク見 ラレタケレドモ、

艦温上昇 ト喀血 ノ量 トル …定 ノ關係 ヲ認 メ箕ト

蓮ベテ居ル｡

喀血7%蜘 疲117例 二就 イテ其嚢現 後艦温、

脈搏撒及呼吸撒 ノ攣化 テ検セルニ、艦温ハ其登

作直後 ヨリモ数時間後又ハ其翌日ヨリ上昇 シテ

稽留或ノ・弛張 シ、大部分ハ短時 日内(1週 間内

外)二 登現前 ノ農温二帳復シ、賑搏及呼吸敷壇

加 スル者ハ少敷デアヅテ、骨豊温 ヨリモf苛短時日

内二嚢現前二復蹄 入ル事ハ他 ノ諸家 ノ観察 トー

致 スル｡又 少藪例デハ瑳現直後禮温バー段下降

シテ再度上昇スルノヲ認 メタガ甚 シク下降 シタ

喀血後菌排 、_i出
二著攣ナ 女1

キ例 計

_.総.計

コ 「{一蔦二7 ,9%「i癒=92.1¢6

1069

儘上昇 セヌ例 ハ認 メナ カツタ｡第9表a,b,c.

二示 ス如 ク喀 甑後喀疲 中二排出 セル結 核菌 ガ檜

加 シタ例 二於 イテへ 喀 ぜ蔽 現そ麦駿温1"c以

上 上 昇 セル例34.1%、 脈 搏 撒20以 上 檜加 シテ

3日 以 上持績 シタ例24.4%呼 吸 藪5以 上檜

加 シテ2日 以上持緬 セル例17・1%デ アル｡之

第9表b

雛響劉 騰二糎

籍器翻 号il:
例i計i10-24 .4%i31-75.6%

喀 血 後 菌1｡21Eli_1

F出 二著 女2
ナ キ例 「評 竃=7

.9%

総 計1131

「¶一一 正劇劇昭闘「一 「隔」嗣隔

樽二著塑
ぎ例一}　 _噌

20
{

11-
一一75 .6%

25
一
10 一
一92 ｡1%

66
臨国昭 一 」」■■ド刷画β

二封 シ菌排出 二著攣 ナキ例 チ於 イテ喀血駿現後

盟盗上昇、賑搏薮 及呼吸撒 ノ壇加 セル者 少 久

夫 々18.4%7｡9%及7.9%デ ァル.叉 血疲

後 ニ 禮盤脈搏数及 ビ 呼吸敷 二 著 シキ影響 テ及

ボ スモ ノハ喀血 ノ場合 二比 シテ少 久 唯血疲 二

緬嚢 シテ喀 血 ヲ來 シタ例 ユ於 イテ艦混上昇,脈

揮藪 及呼吸敏 ノ増加 スル者少藪 チ観察 シ、㎡且疲

ノミヂ停it,セ ル者 ヂ ハ著攣 アル者 ノ、認 メナ イ｡

第10表a,b,e二 示 ス 如 ク血疲 ヲ出 シタ後 二

喀 》ξ中結核 埼 ノ排 慨ガ層加 セル例 二於 イテハ饅

温1.C以 上 上 昇 セル例20.9%、 賑 搏数20以 上

愉加 セル例15.6%、 呼 吸藪5以 上聡 加 セル剛

9・3%ア ル ニ封 シ、血疲 後 モ菌排出 二著攣 ナキ例

デハ腿温上昇 シタ例4,0%、 脈 搏薮1曾加 セル例
評
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第10表a

c

1.3%デ アリ、呼吸撒二攣化 ノアル者ノ・1例モ

認メナイ｡%

即喀血或ハ血疲後二喀叛中結核菌 ノ排出ガ増加

セル例二於イテノ、然 ラザル例二於 ケルヨリモ禮

濫 脈搏薮及呼吸敷二著明ナ攣化ラ受ケル者力

多イ｡殊 二農温上昇ガ顯著デアヅテ、喀血時嚢

熱 ノ原因ガ三戸㈹及Hasselbach・ ・s)ノ示摘 セル如

久 結核菌 チ含有 スル喀疲 ノ吸引二依 ル緬嚢性

肺炎 トカ粟粒結核二起因スル際ハ勿論、幾熱ガ

短期間稽留 シテ残留血液 ノ分解産物 ノ吸牧二原

因スルト思バ レル場合、或ハ夫 力弛張性ニ シテ

室洞内ノ混合感染ヲ思ハセル場合等 力存在スル

ガ其原因如何二拘 ラズ嚢熱セル例ハ然 ラザルモ

ノヨリ喀血後肺結核病機二悪影響 テ及ボスベキ

事ハ轡般二考ヘ ラレル事デアル.斯 クノ如ク喀

血或ハ血疾後喀疲申結核菌 ノ耕出ガ檜加セル者

二於 イテハ然ラザル者 ヨリ禮温、賑搏撒及呼吸

藪ヲ豫後刹定 ノ指針 トシテ観察スル時経過不良

ナル例ガ多イ事ノ、、既述 セル如 ク前者二於 イテ

纏愛喀血ヲ來ス例 ヴ多イノト封照 シテ興味 アル

事實 デアル｡

d.赤 血球沈降反慮 ト喀血及血疲後喀廣中結

核菌 ノ増減

b

肺結核 二於 ケル赤血球 ノ沈降反鷹 ノ臨躰的 償値

二就 イテハ既 二論議 シ養 サ レ、肺結核 ノ臨沐的

経過 ノ消長 トヨクー致 シテ病 勢 ノ不良 ノ際 ノ、持

績 的堤進 ラ呈 シ、其 経過 ガ好 轄 スル ト共 二減 少

シテ肺結核 ノ経過拉 二=豫後判定上…指 針 トナス

橿値 アルモ ノトー般 二認 メラレテ居 ル.宮 坂 の

ハ喀血 後赤沈速度 ノ・一般 二促進 ス・レガ遅延或ハ

影響 ノナイ例 モ観察 シ、斯 カル例 デハ喀 血量 モ

少 ク績議喀血 モ短期 日デケ ル ト言 フ.余 ハ喀血

79例 、 血疲117働 二就 イテ 喀血或 ハ・血疾最 中

Westergren法 二從 ツテ赤 血球沈降速度(1時

間値)ラ 測定 シテ糞作 前 ノ長 ト比較 シタ｡

但此際實験誤差 トシテWestergTen⑳ ハ10%

+1mmノ 誤 差 ハ顧慮 ヘル要 ハナ イ ト言 ツテ居

ル カラ、夫以 上攣化 アル者 テ壇或 ノ、減 トシタ｡

第11表

男喀血後結

核菌墳加,女

例

魏 速度促麟 瀬 不麟 齢 屋
151

7
「評N-43蕊122-537薦

20

 

11

胸
` 0

喀甑後菌L塁__∫}

1-2.4%

1

響 刷 ÷i7爺i薦1 ｡1%3-719%
総 計Z5 504

第12表

菌
著
例

後

ニ
キ

疲
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血
排
墜 蓑奉轟L曇
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曝

第H表 及 第!2表 二 示 一へ如 久P客 血 後結核 菌 ノ

排出 が檜加 セル例 ム於 イテノ・喀lln覆 現後 赤沈 速

度 が促進 サ レタ者43.9%r遅 延 サ レタ者2,4場

アルニ饗 シ、菌排出 二著壁 トキ例 デハ夫々21.0

%、d.%デ ア ル.又11n疲 後喀 疫中結核 菌 が増

加 セル例 二於 イテ八難 炎糞 現役赤沈 速度 促進 サ

L'タ 者25洛%、 涯延 サ レタ者6・9%デ アルニ封

シ5菌 排 繊二 苦髪 ノーキ例 デハ 夫々9.4%、10,8

%デ アル,今 此赤沈速度 ノ攣化 が全 ク喀血或 ハ

血痕 二直接原 因 スル者 デ アル ト八議 メ難 イケレ

ドモ、其発現後結核 菌 ノ喀 出 が檜 加 セル例 デノ・

赤沈池度 ノ促進 サ レル者 多 ク、既述;ノ緬嚢喀血

ノ有無滑 豊温、脈搏婁級 呼吸数等 ノ攣化 ト合 セ

テ考 フル時、菌排 出 ノ檜加 スル例 二於 イテハ其

後 ノ肺結核 ノ縄過 二不良 ナ影響 テ及 ボ スモ ノが

多 イ様 二者 ヘ ラ レルr,

4。 喀血 及血 痕 ト「ヂ ギ タ リ冬」葉

肺結核 患者 ノ喀 血 ノ原 因 二就 イテ肺實質 ノ破壊

三 碧ツテ出血1ス ル他 へ 左心 肪幾能 不全 二 言ル

鮪 欝血 ノ結果小循環系 ノ血歴 ヲ先進 サ セテ肺 出

血 テ來 スモ ノガ アル事 ・・Hasselbach{5}、Foeke

②等 ノ認 ムル所 デ アル
.而 シテFoackeノ ・喀 血

ノ治療 二「ヂギ タリス」葉 ヲ使用 シ、Koenig{22)

及:Niedner鋤 等 諸家 モ之 テ追試 シテ著数:ア ル

事 ヲ認 へLu捻de鱗 パ カンフヂ 」油 ヲ多量二

静脈 内二投與 シテ好結果 ヲ齎 シタ。

余 ハ上述 ノ如 ク喀血或 ノ・血痕後喀疾 中 ノ結核菌

排 嵐が増 加 スル そ ノト然 うザルモ ノ トが存在 ス

ル事 プ観 察 シテ居 ルガ、其 雨群 ノ定型 的 ナ例 二

:就イナヂヂギタ リ勺 葉 デ投 與 シテ其敷銀 ラ比較

シテ観 タc菌 排 出二苦髪 テ認 メナ ィ群 デノ・喀:血

後 ニモ肺結核病機 二嫌 忌 式ベキ影響 ヲ及 ボスモ

ノが少 を所 カラ之ハ肺實質 ノ破壊 二依 ル ヨリモ

寧 ロ肺雛 蟹猛三原 園 スル出血 が多 イモノ ト考 ヘ ラ

tノル カ ラ プ ア ル0

第1例 一31歳 脅嚇員 診断:開 放性両側

性肺結核0・ 拶

昭和8年10η 左側肋膜炎ヲ患ヒ、12月 初メニ喀血

ヲ來ジテ 肺結核 ノ診断 ヲ受ケ、 昭和13年3月31日

本療養所轟入所、 夫以来毎年数回 ノ喀血 ヲ繰返 シ、

真際轟ハ籔H間 繰返ti,Fテ喀血Lスル ノが遜常デァッタC

昭和16年4刀11n午 前突然喀血(約50武)ヲ 來 シ其

二引績 イナ血渓ヲ十数回來ヅタ.當 時胸部所見、 両

側打診丈短ニンテ 南側肺上葉部轟 大小水泡牲蝿音ヲ

多轍二聴取 シ、 呼吸音一般論微弱、 髄温及呼吸轍ユ

ノ・攣化ヲ認 メナィ瀞 喀疲中 結核 菌ヲ蓮綴検査 シタ

所 吻 ・フ キ ー」4號 デ ア ツ テ、3月25日 検 査 ノ …▼ガ ブ

キ ー噂3號 ト比 較 シテ 食余り攣 化 ヲ認 メ ヌ。 ソコデ 「ヂ

ギ タ リ入 葉 浸 刺 ヲ大 量(毎HO.59)カ ラ段 々減 量 ジナ

ガ ラ投 興 セル ニ3日 目 ヨ リ喀 血 停 止 シ、「ヂ ギタ リス」

全 量2.9瓦 役 興 セル時 血 痕 モ 停 止 シ タ 。叉 同 人 が同年 懸

7月2日 血 疾 ヲ5-6同 喀 出 シ テ3日 目#喀 血80瓦

ヲ來 シ タ.胸 部所 見 ノ・前 同様 ニ ンテ 喀 疾 中菌 排 出 ノ
卿増 加
ヲ認 メナ イ ノデ ヂヂ ギタ リス 」葉 療 法 ヲ施 行 セル

ニ喀 血1同 工 テ止 サ、血 痕 モ「ヂ ギ タ リス 」 葉2.0瓦

ヲ投 與 セル 時 停止 シ タ.

第2例 一 男19歳 店 員 診 断:左 側空 日

洞 性 滲 出性 肺 結核r右 側 増 殖 性 肺 結 核

昭和15年1月 ヨ リ艦 重 減 少 痩 割 ジテ 來 ル ノヲ認 メタ

ガ8月 初 旬 二血痕 ヲ 撤 回來 シテ肺 結 核 ノ診 断 ノ下 二

昭 和16年1月14日 本 療 養所 二 人所 、 夫 以 来 倣 同線 ・

返 シ テ喀 血 ヲ訴 ヘ タ.肇4月16日 モ何 等 前 陥 症 状 ナ シ

ニ喀 血 約80ccヲ 來 シ、其 二 引繍 イテ血 媛 ヲ喀 出 シタc

胸 部 所 見 両 側 打診 上 短 ニ シテ 左 側 二大 小 有 響 性水泡

性 蝿 音 ヲ 多鍛 聴 取 スル 。 右 側 ハ呼 吸 音 微 弱 。 喀演 中

結 核 菌 ヲ 連 続 検 査 セル 所 「ガ フ キ ーり4-5號 デ、

3月30日 検 査 ノ15號 ト比較 シテ攣i牝 ヲ認 メ ヌcソ コ

デ 「ヂ ギ タ η 府 葉療 法 ヲ施 行 セル ニ 喀 血1回 ノミデ

停 止 シ、 ザヂ ギタ リス 」葉r瓦 興 ヘ タ時 血族 モ止 ツ

タa

第3例 一 男25歳 書 家 診断 二左側滲

出性肺結核

21歳 ノ時何等誘因 ト思ハレルモノナシニ喀血(約10α

ccジヲ來 シ、1年 位療養 ノ結果軽快 ンタ0然 ルニ昭和

13年夏再ビ咳漱喀演 ヲ訴ヘタノデ 同年11月22日 本

療養所 二入所 シタ.昭 和16年1月23日 突然喀血k約

穏
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タ

100cc)ヲ 來 ン激シイ咳漱喀疲ヲ訴ヘタ｡當 時胸部所

見ハ左側二大小有響性水泡性蝿音 ヲ多籔二聴取シ、

右側ニハ乾性雌音 ヲ少数隠取シタ｡喀 疾 中結核菌排

出ガ非常二培加 シ,髄i温上昇(37"Cヨ リ38.2℃=上

昇)輕 度 ノ呼吸困難 ヲモ訴ヘタ｡ソ コデ鴛ヂギタリス」

葉療法ヲ施行セルモ再三繰返 ジテ喀血ヲ 來シ、 「ヂ

ギタリス」葉3｡0瓦 ヲ投與 ンテモ俸止シナfノ デ本療
サ

減 ヲ 中止 ス ル ヲ余 儀 ナ ク シタ.

斯 ク ノ女"ク喀血後噸 褻中結核 菌 囎 加 スル者 ト

然 ラザ ル者 トノ間二於 イテ「ヂギタ リス」葉療法

二封 スル態 度 ガ異 ナル ⇒認 メル｡即 チ菌排 出 二

攣化 ノナ イ者 ハ肺循環系 ノ鯵血 ム ヨツテ喀血 ラ

來 スモ ノガ多 ク.從 ツテ「ヂギ タリス」葉ニ ヨツ

テ好結果 ヲ齎 スモ ノガ多 イカ ト思考 スルゆ

総括及考案

肺結核患者 二於 テノ・其纏過 中喀疲 二排出 スル結

核菌 二清 長 ガアル¥ル 、一 般 二 認 メ ラレテ 居 ル

ガ、余ハ肺結核喀血 及血疾患者 ノ結核菌陽性卒

テ検査 セルニ93人 中 喀血或 ハ 血疲履 現直後菌

陽姓者 ノ・85人 一92.7%デ ア ツテ、其中22人=

23.7%力 喀 血或 ノ・血疾直後始 メテ 或 ハ3ケ 月

以上陰性 デ アツタモ ノガ再度陽性 ニ轄化 シタ｡

即 チ此結果 カラ観察 スル ト肺結核喀血患者 ノ菌

陽性傘 ノ1検疲 時期 如何 ニ ヨリテ23・7%ノ 移動

λ・アリ得 ル理 デァル.

次 二此等 ノ患者二於 イテ其喀血或 ハ血 疲 ノ登現

後喀艇中 二排 出 スル結核菌 ガ著明 二檜加 シテ4

=7日 間持緬 シタ後再度薔状態 二恢そ夏スル群 ト

喀血或ハ血疲礎現後モ菌排出二著攣ナキ群 トノ

爾群ラ認 メタ｡而 シテ緬登喀血 ノ有無、艦温上

昇、豚搏敷及呼吸撒 ノ檜加及赤沈反慮等 ヲ豫後

判定 ノ指針 トシテ観察 スル時、喀血或 ハ血疲褒

現後結核菌 ノ檜 加 スル群 二於 イテハ其後 ノ縄過

不良 ニ シテ肺實質 ノ破壌 ニ ヨ リ出血 テ來 ス者 ガ

多 イ様 二患考 スル｡又 喀血或 ・血 疾後菌排 出二

著攣 ノナ イ者 二於 イテハ其後 ノ経 過二著 明ナ ル

攣化 ナ 久 「ヂギタリス」葉療 海 ニヨ リテ好結果

ヲ齎 スモ ノガ多 イ所 カラ斯 カル群 ニ於 イテハ肺

循環系 ノ鯵 血 二依 リテ喀血或 ハ血疲 ラ來 スモ ノ

ト考 ヘ ラ レル｡

結 論

肺結核喀血患者二於 イテ喀血後喀疾中結核菌排

出ノ檜加スル群 ト著攣ナキ群 トノニ群 ガ存在ス

ルカ、前者ハ恐 ラク肺實質 ノ破壌 ニヨルモノデ

アリ、後者ハ肺循環系ノ膨血ニヨツテ喀血ラ束

スモノデアル｡而 シテ此雨者ハ其喀血後二於 ケ

)レ肺結核 ノ経過ガ相異スルカラ、斯 カル喀血後

喀疾中結核菌排出状態テ検査スル事 ハ其豫後 ラ
㍉

判定 スル ノニ償値 アルモ ノデ アル｡

欄筆スルニ當 リテ本研究 ヲ許可 シ、且御校閲ノ勢ヲ

賜ハリタル日下部所長二感謝 ノ意 ヲ表ス｡
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